
 

別紙２ 

 

事業所名 グループホーム六じょうや  

運 営 推 進 会 議 開 催 報 告 書 

開催日時 令和７年１０月２３日（木） 

参加者（人数） 議   題 

利用者      ０ 名 

利用者家族    ２ 

 名 

地域住民の代表者 ０ 名 

市職員      １ 名 

地域包括支援センター職員 １ 名 

見識者      ０ 名 

事業所      ３ 名 

１ 六じょうや基本理念・目指す場所 

２ 入居者情報 

３ 利用者の医療看護の状況 

４ 行事報告 実績写真添付 

５ 身体拘束廃止委員会 

６ 今後の事業計画 

会    議    録 

 

２ 入居者要介護度の状況、平均年齢、平均介護度、年齢別介護度、面会者数

などについて前回との変化を報告しました。 

  

３ 入居者の医療看護の状況（R７．９．４～R７．１０．２２の期間）を報

告しました。 

〔利用者の転帰状況〕 

 〔入居者の看護、介護の状況〕 

 〔利用者の健康教室開催状況〕講師矢萩看護師 

９月 食中毒について 

10 月 インフルエンザ予防接種について 

  入居者参加と職員参加で一緒に勉強しています。（別々に参加） 

  

４ 主な行事報告 

・敬老会  ・ボーリング大会 

  各行事の楽しさを説明し、写真を添付してご家族にも知って頂きました。 

 

５ 身体拘束廃止委員会 

  徘徊する人を拘束せずに、安全に家に戻ってこられるようにするいい方法

はあるでしょうか。 

（家族）日中独居だったため、デイで戻った時に外から鍵をかけてもらってい

た。デイでは市に許可を得て行っていた。 

（家族）携帯をもたせていたが、出ないので心配で何回も見に行っていた。お

いてあった。 

（社協職員）今は徘徊といわず一人歩きという。目的がないわけでなないの



で。 

 GPS 付の靴やペンダントがあるが、持っていくかどうかわからない。お帰り

サポート事業があり、登録してもらうと、警察とも連動して探しやすく

なっている。同居者がいたら、玄関にベルで気づかせる援助もある。行方

不明時に何かある場合、オレンジ保険という制度もある。 

（職員）市に相談にいったとき、そのようにお話しておられるんでしょうか。 

（市職員）まずは警察にとどけるようにはなしている。おかえりネットワーク

に登録してあれば、顔写真もあるので、発見がはやくなる。 

（その他の意見） 

 特になし 

 

６ 今後の事業計画 

・今期を振り返って  ・設備について  ・職員の定着について 

 ・今後の主な行事について 

    ・１１月 紅葉ツアー 

・次回運営推進会議 ２０２５年 １２月 ２５日（木） 

 

 


